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十
六
総
合
研
究
所
で
は
、
名
城
大
学
昇

秀
樹
教
授
を
座
長
に
迎
え
、
民
間
委
員
の

参
加
の
下
に
提
言
委
員
会
を
設
立
。
昨
年

8
月
よ
り
定
期
的
に
委
員
会
を
開
催
し
、

本
エ
リ
ア
の
将
来
像
と
、
そ
れ
を
実
現
す

る
た
め
の
施
策
等
に
つ
い
て
議
論
し
て
き

ま
し
た
。
ま
た
、
並
行
し
て
、
地
元
企
業

に
対
す
る
ヒ
ア
リ
ン
グ
や
、
地
域
住
民
に

対
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
、
地
域
の

生
の
声
を
把
握
す
る
取
り
組
み
も
進
め
ま

し
た
。

　

そ
の
結
果
、
現
状
の
課
題
を
克
服
し
、

本
エ
リ
ア
が
よ
り
充
実
し
た
元
気
な
地
域

「
新
た
な
広
域
連
携
」

「
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
」

「
人
材
の
誘
致
・
育
成
」

　日本は人口減少、高齢化、グローバル化など大変革の時代に突入
しており、岐阜都市圏域（以下、本エリアといいます。）も、そうし
た変革への「待ったなしの対応」を迫られています。加えて本エリ
アには、地場産業の活性化や名古屋圏へのストロー現象への対応な
ど地域特有の課題があります。しかも、こうした様々な課題に対し
て、個別の市町村単位では十分な解決策を推し進めることは難しく
なりつつあります。
　今から11年後の西暦2025年は、団塊の世代全員が75歳以上
の後期高齢者となり、日本は社会保障費の急増などにより財政的
にも重大な危機を迎えます。本エリアがこれらの地域課題を克服し、
将来的にも持続可能な地域を形成していくには、この危機を乗り越
えるための十分な体制を今すぐにでも整える必要があります。

　このようなことから当所では、この３月に十六総合研究所より発
表された地域活性化提言「クリエイティブ・エリア21ビジョン」より、
2025年の前年である2024年を目途とした「この地域の産業発
展・人材育成」のための戦略について、今号にてご紹介いたします。

に
な
る
た
め
に
は
、「
新
た
な
広
域
連
携
」

に
よ
り
「
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
」
な
エ
リ
ア
を

形
成
し
、
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
な「
人
材
を
誘

致
・
育
成
」
し
な
が
ら
、
協
働
し
て
様
々

な
課
題
に
取
り
組
ん
で
い
く
シ
ナ
リ
オ
が

ベ
ス
ト
で
あ
る
と
の
結
論
に
達
し
ま
し
た
。

■
エ
リ
ア
名
に
込
め
ら
れ
た
思
い

　

本
提
言
で
は
、
岐
阜
都
市
圏
域
が
21
世

紀
に
輝
く「
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
」な
エ
リ
ア
と

な
る
こ
と
を
願
い
、
こ
の
エ
リ
ア
を「
Ｃ
Ａ

21
」（
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
・
エ
リ
ア
21
）と
名

付
け
ま
し
た
。「
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
」と
い
う

言
葉
に
は
、
既
存
の
枠
に
捉
わ
れ
ず
新
し

い
エ
リ
ア
を
つ
く
っ
て
い
く
と
い
う
気
持

ち
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
Ｃ
Ａ
21
の
エ
リ
ア
を
、
岐
阜
市
を

中
心
と
し
就
業
、
就
学
に
お
け
る
繋
が
り

の
強
い
7
市
4
町
と
仮
定
義
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
エ
リ
ア
を
明
確
に
定
め
る
こ
と

で
定
量
的
・
具
体
的
な
議
論
を
し
や
す
く

す
る
た
め
で
あ
り
、
対
象
外
と
し
た
市
町

村
を
、
地
域
間
の
連
携
な
ど
の
取
り
組
み

か
ら
除
外
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。

■
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
に
つ
い
て　

 　
「
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
」
と
い
う
言
葉
を
地

域
発
展
の
た
め
の
重
要
要
素
と
し
て
打
ち

出
し
た
の
は
、
現
ト
ロ
ン
ト
大
学
教
授
の

社
会
学
者
リ
チ
ャ
ー
ド
・
フ
ロ
リ
ダ
で
す
。

フ
ロ
リ
ダ
は
、
米
国
の
都
市
の
発
展
状
況

出所：国立社会保障・人口問題研究所

65歳以上人口（左）

高齢者人口比率（右）

総人口（左）

岐阜市の将来推計人口
千人

を
分
析
し
た
結
果
、
近
年
急
速
に
発
展
し

て
い
る
都
市
の
共
通
の
特
徴
と
し
て
、
こ

れ
ら
の
地
域
の
経
済
成
長
が
、
ク
リ
エ
イ
テ

ィ
ブ
な
人
材
資
源
に
依
存
し
、
こ
う
し
た

人
材
の
受
け
入
れ
許
容
力
が
高
い
地
域
が

成
長
す
る
と
い
う
考
え
方
を
示
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
フ
ロ
リ
ダ
は
、
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
な

地
域
が
、
技
術（T

echnology

）、
才
能

（T
alent

）、
寛
容
性（T

olerance

）と
い

う
「
３
つ
の
Ｔ
」
を
持
っ
て
い
る
と
主
張

し
ま
し
た
。

 　

従
来
の
地
域
振
興
策
は
、工
業
団
地
整
備

や
税
制
優
遇
な
ど
の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
供
与

に
よ
る
企
業
誘
致
が
中
心
で
す
が
、
フ
ロ

リ
ダ
の
研
究
を
踏
ま
え
、
こ
れ
か
ら
は
個

人
の
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
付
加
価
値

創
造
型
産
業
と
そ
れ
を
支
え
る
人
材
の
誘

致
・
育
成
が
重
要
に
な
る
と
考
え
ま
し
た
。

　

Ｃ
Ａ
21
は
、
成
長
の
た
め
の
高
い
ポ
テ

ン
シ
ャ
ル
を
持
っ
て
い
ま
す
。
そ
こ
に
、「
ク

リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
」な
人
材
が
融
合
す
る
こ
と
で
、

継
続
的
な
付
加
価
値
の
創
出
が
可
能
と
な

り
ま
す
。

　

３
つ
の
Ｔ
と「
企
業
誘
致
か
ら
人
材
誘

致
・
育
成
へ
」
と
い
う
流
れ
を
踏
ま
え
、

私
ど
も
は
以
下
の
よ
う
な
「
6
つ
の
方
向

性
」
を
も
つ
地
域
が
、「
強
い
人
材
吸
引

力
・
育
成
力
」
と
「
高
い
地
域
競
争
力
」
を

持
つ
「
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
」
な
エ
リ
ア
で
あ

る
と
考
え
ま
し
た
。

　

か
つ
て
、
地
域
を
代
表
す
る
戦
国
武
将
、

織
田
信
長
は
、
商
業
を
発
展
さ
せ
る
こ
と

Ｃ
Ａ
21
の
取
る
べ
き
戦
略　

エリアの目指すべき
6つの方向性

①地域の多様な“産業力”が結集で
　きる
②“産業力”と“人材力”が融合して
　何かが生まれる
③事業環境が整い、住むにも住み
　よい
④新しい人材やアイディアが継続
　的に育つ
⑤周囲とのネットワークが豊富
⑥外部からの好感度が高い

特集

「岐阜都市圏域」が
　21世紀に輝く
　エリアとなるために
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～十六総合研究所 地域活性化提言「クリエイティブ・エリア21ビジョン」より～

●
は
じ
め
に

本
提
言
に
お
け
る
３
つ
の

キ
ー
ワ
ー
ド

企
業
誘
致
か
ら
人
材
誘
致
・

育
成
へ

Ｃ
Ａ
21〈
ク
リ
エ
イ
ティ
ブ
・
エ
リ
ア
21
〉

と
は　

CA21のエリア
（仮定義）
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を
目
的
に
、「
楽
市
楽
座
」を
こ
の
地
に
開

き
ま
し
た
。
楽
市
楽
座
は
、
現
代
で
い
う

経
済
特
区
で
あ
り
、「
座
」に
よ
る
独
占
販

売
権
な
ど
の
既
存
特
権
を
排
除
し
た
、
自

由
か
つ
誰
も
が
参
加
で
き
る
取
引
市
場
で

し
た
。
こ
れ
ま
で
の
枠
組
み
に
と
ら
わ
れ

ず
、
国
内
外
の
優
れ
た
リ
ソ
ー
ス
を
取
り

入
れ
な
が
ら
地
域
の
発
展
を
促
そ
う
と
す

る
楽
市
楽
座
の
試
み
は
、
ま
さ
に
Ｃ
Ａ
21

の
方
向
性
に
近
い
と
言
え
ま
す
。
温
故
知

新
、
こ
こ
に
Ｃ
Ａ
21
が
目
指
す
方
向
を

「
21
世
紀
の
楽
市
楽
座
」と
名
付
け
、
こ

１．地域の行政・民間が一体となった産業人材強化への取り組み

２．製商学連携等による新産業・ビジネスモデル創出

３．優れた事業環境の整備

　～ここでのびる。人が育ち、産業が興るエリア～　

　～ここにつくる。世界一が産まれるエリア～　

　～ここならできる。夢を叶えるエリア～　

ものづくりのロングテール化

出所：新潟県HP

の
実
現
を
図
る
べ
く
、
そ
の
具
体
的
な
戦

略
を
提
案
し
ま
す
。

　

ま
た
、「
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
な
人
」
と
い

う
と
、
一
般
的
に
は
技
術
者
、
研
究
者
、

デ
ザ
イ
ナ
ー
、
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
、
デ
ィ
レ

ク
タ
ー
、
専
門
家
、
文
筆
家
、
芸
術
家
な

ど
創
造
的
な
職
種
に
就
い
て
い
る
人
を
思

い
浮
か
べ
ま
す
が
、
本
来
、
ク
リ
エ
イ
テ

ィ
ブ
な
心
は
誰
に
で
も
あ
る
た
め
、
本
提

言
で
は
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
な
人
を
、
職
種

に
関
係
な
く
「
新
し
い
こ
と
に
前
向
き
な

人
」と
定
義
し
ま
し
た
。

　　

産
業
発
展
・
人
材
育
成
の
た
め
の
3
つ

の
柱
を
示
し
、
そ
れ
に
基
づ
く
具
体
的
な

ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
を
提
示
し
ま
す
。

■
地
域
の
行
政
・
民
間
が
一
体
と
な
っ
た 

　

産
業
人
材
強
化
へ
の
取
り
組
み

⑴
ビ
ジ
ネ
ス
塾
「
信
長
学
講
座
」（
仮
称
）の

　
展
開　

　

信
長
流
経
営
学
を
集
約
、
体
系
化
し
て

経
営
指
南
書
を
作
成
、
コ
ン
テ
ン
ツ
の
ヴ

ァ
ー
チ
ャ
ル
展
開
と
並
行
し
、
リ
ア
ル
の

世
界
で
も
「
信
長
セ
ミ
ナ
ー
」
を
展
開
し

ま
す
。

⑵
中
小
企
業
の
初
期
教
育
投
資
の
公
共
化

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
の
ビ
ジ
ネ
ス
ス
ク
ー
ル
と

自
治
体
が
協
働
し
て
、「
社
会
人
基
礎
力
」

講
座
や
、
Ｃ
Ａ
21
の
地
域
特
性
に
合
わ
せ

た
「
業
種
別
ビ
ジ
ネ
ス
ス
キ
ル
」
講
座（
ア

パ
レ
ル
・
航
空
機
・
医
薬
品
等
）を
展
開
。

講
師
は
、
Ｃ
Ａ
21
エ
リ
ア
内
の
匠
の
技
を

持
つ
ア
ク
テ
ィ
ブ
シ
ニ
ア
等
を
起
用
し
ま

す
。

⑶
ミ
ッ
シ
ョ
ン
付
加
型
社
会
人
海
外
留
学

　
制
度　

　

帰
国
後
の一
定
期
間
、「
Ｃ
Ａ
21
で
の
就

業
」等
を
条
件
に
、
社
会
人
の
海
外
留
学

に
係
る
支
援
を
実
施
し
、
中
小
企
業
の
グ

ロ
ー
バ
ル
な
事
業
展
開
を
人
材
面
で
支
援

し
ま
す
。

■
製
商
学
連
携
等
に
よ
る
新
産
業
・
ビ
ジ

産
業
発
展
・
人
材
育
成
戦
略

ネ
ス
モ
デ
ル
創
出

⑴
民
間
企
業
・
文
系
学
部
連
携
に
よ
る

「
世
界
初
」の
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
の
創
出

　

Ｃ
Ａ
21
が
、
研
究
機
関
と
の
協
働（
共

同
）研
究
に
参
加
を
希
望
す
る
企
業
を
仲

介
す
る
こ
と
で
、
労
働
生
産
性
向
上
等
の

社
会
実
験
の
場
を
創
出
し
、
マ
ー
ケ
テ
ィ

ン
グ
・
経
営
に
関
す
る
新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス

モ
デ
ル
を
生
み
出
し
ま
す
。

⑵
ニ
ッ
チ
ト
ッ
プ
学
部
の
強
化

　

ニ
ッ
チ
で
も
世
界
最
先
端
の
研
究
を
行

え
ば
世
界
中
か
ら
人
が
集
ま
る
た
め
、
獣

医
学
や
薬
学
な
ど
Ｃ
Ａ
21
内
の
特
色
あ
る

研
究
分
野
を
、
地
域
の
成
長
ド
ラ
イ
バ
ー

に
仕
立
て
ま
す
。

⑶
産
学
連
携
に
よ
る
健
康
・
環
境
ビ
ジ
ネ

ス
・
生
活
付
加
価
値
の
創
出

　

単
に
ビ
ジ
ネ
ス
を
創
出
す
る
だ
け
で
な

く
、
そ
の
事
業
に
よ
る
恵
み
を
地
域
の
人

が
享
受
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
で
、
地

域
の
幸
福
度
は
上
昇
し
ま
す
。

●
薬
草
ビ
ジ
ネ
ス
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト　

　

Ｃ
Ａ
21
が
薬
草
ビ
ジ
ネ
ス
の
創
出
を
コ

ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
し
ま
す
。
Ｃ
Ａ
21
が
今
以

上
の
「
健
康
エ
リ
ア
」
と
な
れ
ば
、
家
計

の
医
療
費
が
減
少
し
可
処
分
所
得
が
増
加

し
ま
す
。

●
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
有
効
利
用
　

　

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
有
効
利
用
が

進
め
ば
、
光
熱
費
節
約
の
面
か
ら
も
可
処

分
所
得
を
増
や
す
こ
と
が
出
来
ま
す
。

●
ア
パ
レ
ル
産
業
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
生
か
し

た
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
教
育
の
実
施

　

住
民
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
セ
ン
ス
の
向
上

が
エ
リ
ア
の
魅
力
を
高
め
、
プ
ラ
ス
の
波

及
効
果
を
産
み
ま
す
。

■
優
れ
た
事
業
環
境
の
整
備　

⑴
マ
イ
ク
ロ
ビ
ジ
ネ
ス
の
拠
点
化
及
び
新

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
特
区
の
創
設

　
「
も
の
づ
く
り
」
や
「
働
き
方
」
の
新
し

い
潮
流
を
取
り
込
み
ま
す
。

●
次
世
代
の
も
の
づ
く
り

　

世
界
の
製
造
業
の
潮
流
は
、
20
世
紀
型

規
格
品
大
量
生
産
か
ら
、
21
世
紀
型
効
率
的

大
量
生
産
、
ま
た
は
21
世
紀
型
少
量
オ

ー
ダ
ー
メ
イ
ド
生
産
の
2
方
向
へ
向
か
っ

て
い
ま
す
。
ア
パ
レ
ル
産
業
を
抱
え
る
Ｃ

Ａ
21
は
、
も
の
づ
く
り
の
ロ
ン
グ
テ
ー
ル

化
の
流
れ
に
沿
う
「
少
量
オ
ー
ダ
ー
メ
イ

ド
生
産
」
の
方
向
へ
進
む
べ
き
で
し
ょ
う
。

３
Ｄ
プ
リ
ン
タ
ー
に
代
表
さ
れ
る
デ
ジ
タ

ル
フ
ァ
ブ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
進
展
に
よ
り
、

個
人
の
レ
ベ
ル
で
も
世
界
を
相
手
に
も
の

づ
く
り
が
で
き
る
時
代
と
な
り
、
個
性
を

生
か
し
た
デ
ザ
イ
ナ
ー
や
ク
リ
エ
イ
タ
ー

な
ど
高
い
能
力
を
持
つ
個
人
の
活
躍
の
場

は
広
が
っ
て
い
く
で
し
ょ
う
。
Ｃ
Ａ
21
は

そ
う
し
た
人
材
の
誘
致
と
育
成
を
推
進
し

ま
す
。

●
オ
ン
ラ
イ
ン
ワ
ー
カ
ー
と
い
う
新
し
い

働
き
方

　

能
力
の
高
い
個
人
が
、
企
業
に
雇
用
さ

れ
る
こ
と
な
く
「
ス
キ
ル
」
を
売
る
と
い

う
働
き
方
で
す
。「
オ
ン
ラ
イ
ン
ワ
ー
ク
ス

ペ
ー
ス
」
を
つ
く
り
、
エ
リ
ア
内
の
有
能

な
人
材
の
登
録
を
促
し
、
そ
の
ス
キ
ル
を

必
要
と
す
る
中
小
企
業
等
と
の
マ
ッ
チ
ン

グ
を
行
い
ま
す
。

●
新
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
特
区

　

時
間
外
労
働
の
制
限
等
に
よ
り
余
暇
や

学
び
、
起
業
準
備
等
の
た
め
の
時
間
を
創

出
し
、
働
く
人
に
優
し
い
新
し
い
ラ
イ
フ

ス
タ
イ
ル
を
選
択
で
き
る
特
区
を
設
置
し

ま
す
。

●
大
企
業
の
子
会
社
向
け
優
遇
策

　

現
在
、
大
企
業
の
子
会
社
は
中
小
企
業

向
け
優
遇
策
を
利
用
で
き
ま
せ
ん
が
、
こ

れ
を
利
用
可
能
に
す
れ
ば
、
Ｃ
Ａ
21
内
に

異
な
る
文
化
を
持
つ
新
し
い
企
業
が
増
え

る
こ
と
が
期
待
で
き
ま
す
。

⑵
女
性
活
躍
支
援
特
区
の
創
設
及
び
女
性

活
躍
支
援
宣
言

　

特
区
創
設
な
ど
に
よ
り
女
性
が
働
き
や

す
い
環
境
を
整
え
ま
す
。
ま
た
エ
リ
ア
と

し
て
女
性
活
躍
支
援
宣
言
を
行
い
、
施
策

の
実
効
性
を
高
め
て
い
き
ま
す
。

●
新
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
特
区

　

男
性
の
育
児
休
業
取
得
の
義
務
化
、
非

正
規
社
員
に
対
す
る
育
児
休
業
の
完
全
認

定
、
時
間
外
労
働
の
制
限
等

●
共
同
利
用
の
託
児
所
の
設
置
、
企
業
内

託
児
所
を
他
企
業
に
も
解
放
し
た
場
合
の

優
遇
制
度

●
子
育
て
家
庭
応
援
カ
ー
ド
の
改
良（
子

育
て
家
庭
の
情
報
を
収
集
し
協
賛
企
業
に

還
元
）

●
時
間
外
保
育
等
へ
の
対
応（
保
育
科
が

あ
る
大
学
と
連
携
し
保
育
実
習
を
コ
ー
デ

ィ
ネ
ー
ト
、
待
機
保
育
士
の
活
用
）

●
低
学
年
に
特
化
し
た
ス
ポ
ー
ツ
教
室
を

高
齢
者
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
中
心
に
展
開

⑶
地
域
コ
ン
テ
ン
ツ
ビ
ジ
ネ
ス
の
開
発
支
援

　

Ｃ
Ａ
21
ゆ
か
り
の
コ
ン
テ
ン
ツ
ク
リ
エ

イ
タ
ー
が
Ｃ
Ａ
21
を
題
材
と
し
た
作
品
を

制
作
し
、
そ
れ
が
広
ま
れ
ば
、
地
域
ブ
ラ

ン
ド
力
は
向
上
し
有
能
な
人
材
が
集
ま
る

よ
う
に
な
り
ま
す
。

■
Ｃ
Ａ
21
に
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
機
能
を

　

経
営
資
源（
人
材
・
オ
フ
ィ
ス
・
社
宅
・

資
金
等
）を
ト
ー
タ
ル
に
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

ト
し
ま
す
。

■
Ｃ
Ａ
21
を
Ｂ
Ｃ
Ｍ
先
進
地
域
へ

　

沿
岸
部
や
名
古
屋
圏
か
ら
近
い
位
置
に

あ
り
な
が
ら
、
震
災
リ
ス
ク
に
対
す
る
耐

性
が
比
較
的
高
く
、
ま
た
全
国
各
地
へ
の

物
流
経
路
が
集
ま
る
Ｃ
Ａ
21
は
、
沿
岸
部

や
名
古
屋
圏
に
と
ど
ま
ら
ず
、
全
国
各
地

の
災
害
に
備
え
た
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
拠
点
と

な
り
得
ま
す
。

■
地
域
間
連
携
Ｂ
Ｃ
Ｐ
の
推
進

　

災
害
に
備
え
る
た
め
に
、
全
て
の
企
業

が
自
前
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
拠
点
を
遠
隔
地

に
設
置
す
る
こ
と
は
現
実
的
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
そ
こ
で
、
Ｃ
Ａ
21
が
コ
ー
デ
ィ
ネ

ー
タ
ー
と
な
り
、
企
業
同
士
が
広
域
連
携

す
る
こ
と
に
よ
り
Ｂ
Ｃ
Ｍ
体
制
を
構
築
す

る
「
地
域
間
連
携
Ｂ
Ｃ
Ｐ
」
が
有
力
な
解

決
手
段
と
な
り
ま
す
。
地
域
間
連
携
Ｂ
Ｃ

特集

産業発展・人材育成戦略

Ｂ
Ｃ
Ｍ
先
進
地
域
を

目
指
し
て
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　平成25年6月、「頼りにしていただける」「充
実した」「行動する」十六銀行グループのシンクタ
ンクとして、公共的使命を遂行し地域社会に貢献
することを目的に設立。 

Ｐ
の
先
進
的
な
例
と
し
て
神
奈
川
県
メ
ッ

キ
工
業
組
合
と
新
潟
県
鍍
金
工
業
組
合

と
の
代
替
生
産
契
約
「
お
互
い
さ
ま
Ｂ
Ｃ

（
事
業
継
続
）連
携
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
が
知

ら
れ
て
い
ま
す
。
Ｃ
Ａ
21
は
、「
地
域
間

連
携
Ｂ
Ｃ
Ｐ
」
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
運
営

し
て
い
く
中
心
的
な
役
割
を
担
う
機
関
に

な
り
得
る
と
考
え
ま
す
。

 　

Ｃ
Ａ
21
で
は
、
多
数
の
団
体
が
連
携
し
、

共
同
で
地
域
活
性
化
の
た
め
の
施
策
を
実

施
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
お
り
、
こ
れ
を

達
成
す
る
た
め
の
構
想
を
Ｃ
Ａ
21
ビ
ジ
ョ

ン
と
呼
び
ま
す
。
現
在
の
安
倍
政
権
は
、

複
数
の
市
町
村
が
共
同
で
事
業
を
行
う
場

合
に
「
協
約（
仮
称
）」
と
し
て
約
束
を
結

び
、
柔
軟
に
連
携
す
る
こ
と
が
で
き
る
新

し
い
広
域
連
携
の
制
度
を
作
ろ
う
と
し
て

い
ま
す
が
、
こ
れ
は
Ｃ
Ａ
21
ビ
ジ
ョ
ン
を

実
現
す
る
上
で
、
実
効
性
の
あ
る
手
段
を

提
供
す
る
も
の
と
考
え
ま
す
。

■
Ｃ
Ａ
21
に
お
け
る「
新
た
な
広
域
連
携
」

 

の
か
た
ち

　

自
治
体
同
士
の
連
携
は
、
協
約（
仮
称
）

方
式
の
広
域
連
携
制
度
に
よ
り
推
進
し

ま
す
。
連
携
の
き
っ
か
け
づ
く
り
の
た

め
に
、
恒
常
的
な
組
織
と
し
て
「
Ｃ
Ａ
21

協
議
会
」
を
組
成
し
、
定
期
的
に
会
合
を

開
催
し
ま
す
。
Ｃ
Ａ
21
協
議
会
に
は
、
市

長
・
町
長
、
商
工
団
体
の
長
等
を
構
成
メ

ン
バ
ー
と
す
る
「
最
高
会
議
」
と
、
担
当

者
に
よ
る
「
政
策
担
当
者
会
議
」
を
設
置
、

最
高
会
議
は
代
理
出
席
は
可
と
し
ま
す
が
、

何
回
か
に
1
度
は
本
人
出
席
に
よ
る
「
サ

ミ
ッ
ト
会
議
」を
開
催
し
ま
す
。

　

Ｃ
Ａ
21
協
議
会
は
定
期
的
に
会
合
を
持

ち
、
連
携
事
業
に
つ
い
て
協
議
し
ま
す
。

そ
し
て
、
協
議
が
成
立
し
た
事
業
に
つ
い

て
は
、自
治
体
や
商
工
団
体
は
個
別
に
協
約

等
を
結
び
、
各
メ
ン
バ
ー
が
連
携
し
て
事
業

を
実
施
し
ま
す
。
個
別
の
事
業
に
加
わ
る
か

否
か
は
、各
団
体
の
自
由
で
あ
り
、「
Ｃ
Ａ
21

協
議
会
に
加
盟
し
た
が
故
に
参
加
し
た
く

な
い
事
業
に
加
わ
る
」必
要
は
な
く
、
逆

に
、「
多
数
の
メ
ン
バ
ー
が
反
対
す
る
の
で
実

施
し
た
い
事
業
が
実
施
で
き
な
い
」と
い
う

こ
と
も
あ
り
ま
せ
ん
。

■
Ｃ
Ａ
21
の
広
が
り

　

は
じ
め
は
、
必
要
性
を
感
じ
た
自
治
体

や
民
間
団
体
で
取
り
組
み
を
開
始
し
ま
す
。

Ｃ
Ａ
21
の
諸
施
策
を
確
実
に
実
行
し
、
成

功
さ
せ
、
そ
の
実
績
を
積
み
重
ね
て
い
け

ば
、
賛
同
者
や
加
盟
す
る
自
治
体
・
民
間

団
体
は
増
え
て
い
く
で
し
ょ
う
。
連
携
の

輪
が
広
が
れ
ば
、
実
行
で
き
る
施
策
が
増

え
、
Ｃ
Ａ
21
の
取
り
組
み
は
一
層
充
実
し

た
も
の
に
な
る
と
考
え
ま
す
。
Ｃ
Ａ
21
が

目
指
す
「
21
世
紀
の
楽
市
楽
座
」
は
、
こ

の
よ
う
な
プ
ロ
セ
ス
を
経
て
実
現
し
ま
す
。

　

Ｃ
Ａ
21
ビ
ジ
ョ
ン
は
、
岐
阜
都
市
圏
域

の
自
治
体
や
民
間
団
体
が
そ
の
個
性
や
独

自
性
を
保
ち
つ
つ
、「
新
た
な
広
域
連
携
」

に
よ
り
柔
軟
に
提
携
し
、「
ク
リ
エ
イ
テ

ィ
ブ
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
効
率
的
で
実
効

的
な
対
応
を
進
め
る
こ
と
で
、
様
々
な
課

題
を
ク
リ
ア
し
豊
か
な
未
来
を
作
ろ
う
と

い
う
構
想
で
す
。

　

成
功
の
鍵
は
「
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
な
人

材
の
誘
致
・
育
成
」
に
か
か
っ
て
い
ま
す
。

岐
阜
都
市
圏
域
が
も
と
か
ら
有
す
る
高
い

ポ
テ
ン
シ
ャ
ル（
恵
ま
れ
た
自
然
環
境
・

高
い
産
業
集
積
・
日
本
の
中
心
と
い
う
立

地
・
大
都
市
名
古
屋
に
近
接
）に
、
次
世

代
を
担
う
人
材
を
融
合
さ
せ
る
こ
と
が
で

き
れ
ば
、
こ
の
地
域
は
、
継
続
的
に
付
加

価
値
を
創
出
す
る
「
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
な

エ
リ
ア
」
に
な
り
得
る
と
私
ど
も
は
考
え

ま
す
。

　

岐
阜
都
市
圏
域
が
21
世
紀
に
輝
く
エ
リ

ア
と
な
る
た
め
に
、
本
提
言
を
地
域
の
皆

様
に
お
届
け
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

※CA21協議会の事務局は、CA21協議会の代表者の自治体内に
　設置するのが良いと思います。

特集

Ｃ
Ａ
21
ビ
ジ
ョ
ン
実
現
の

た
め
に　

●
お
わ
り
に

新たな広域連携によるCA21のイメージ

広がるCA21の輪
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